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〔
思
文
閣
出
版
、
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五

’
七
五
一
’
一
七
八
一
、
二
○
○
四
年
三
月
、
Ａ
五
判
、
七
四
頁
、

本
体
価
格
二
五
○
○
円
〕

史
図
書
出
版
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
書
で
も
あ
る
。

徳
川
将
軍
の
日
光
参
詣
に
使
わ
れ
た
日
光
道
中
壬
生
通
り
を
も
つ
栃

木
県
壬
生
町
で
は
、
約
十
年
に
わ
た
っ
て
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
が
中

心
と
な
っ
て
、
蘭
学
を
学
び
奨
励
し
た
人
々
も
歩
い
た
こ
の
道
を
軸
に
、

郷
土
の
先
覚
者
の
息
吹
を
新
し
く
ほ
り
起
こ
し
て
き
た
。
こ
の
た
び
そ

れ
ら
の
事
績
を
ま
と
め
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
み
ぶ
蘭
学
人
あ
ら
わ
る
」

を
刊
行
し
た
。

二
十
二
頁
の
小
冊
子
な
が
ら
藩
主
と
学
問
、
西
洋
医
学
の
導
入
者
・

斎
藤
玄
昌
、
壬
生
の
解
剖
、
種
痘
実
施
の
医
人
、
蘭
学
通
り
の
名
医
た

ち
な
ど
、
医
史
に
か
か
わ
る
史
実
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
も
り
こ
ま
れ
、
非

常
に
有
益
な
出
版
物
と
な
っ
て
い
る
。

（
中
西
淳
朗
）

〔
壬
生
町
歴
史
民
俗
資
料
館
、
〒
三
一
二
’
○
二
二
五
栃
木
県
壬
生

町
本
丸
一
’
八
’
三
三
、
電
話
○
二
八
二
’
八
二
’
八
五
四
四
、
一

壬
生
町
歴
史
民
俗
資
料
館

ら
ん
が
く
び
と

『
み
ぶ
蘭
学
人
あ
ら
わ
る
」

（
鈴
木
則
子
）

日
本
学
校
保
健
会
編

「
日
本
学
校
保
健
会
八
十
年
史
」

学
校
保
健
の
淵
源
は
明
治
三
十
一
年
の
勅
令
「
全
国
の
公
立
学
校
に

学
校
医
を
置
く
」
に
あ
る
。
明
治
初
期
に
は
コ
レ
ラ
、
天
然
痘
等
の
伝

染
病
予
防
、
学
校
設
備
の
衛
生
、
生
徒
ら
の
休
退
学
、
病
弱
化
の
防
止
、

後
期
に
い
た
り
学
校
衛
生
顧
問
の
活
動
、
学
校
清
潔
法
、
学
校
伝
染
病

予
防
、
身
体
検
査
、
学
校
医
な
ど
の
諸
規
定
が
公
布
さ
れ
学
校
衛
生
の

基
礎
が
確
立
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
最
も
功
績
の
あ
っ
た
の
は
、
明
治
二

十
四
年
文
部
省
学
校
衛
生
事
項
取
調
嘱
託
に
命
ぜ
ら
れ
た
三
島
通
良
で

あ
る
。
明
治
三
十
六
年
に
雑
誌
「
学
校
衛
生
」
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
。

大
正
期
と
な
り
、
同
二
年
に
大
日
本
学
校
衛
生
協
会
が
結
成
さ
れ

「
日
本
学
校
衛
生
」
を
機
関
誌
と
し
て
創
刊
し
、
学
校
衛
生
の
啓
蒙
に

供
し
た
。
ま
た
、
こ
の
年
に
は
第
一
回
学
校
衛
生
協
議
会
を
開
催
し
、

学
校
衛
生
の
組
織
的
活
動
基
盤
を
確
立
し
た
。

本
書
で
は
明
治
大
正
期
に
つ
い
て
は
略
述
さ
れ
て
お
り
、
掘
り
下

げ
て
検
索
す
る
と
き
に
は
学
制
発
布
百
年
を
記
念
し
て
発
刊
さ
れ
た

「
学
校
保
健
百
年
史
」
（
昭
和
四
七
年
刊
）
に
拠
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

大
正
九
年
に
大
日
本
衛
生
協
会
を
母
体
と
し
て
帝
国
学
校
衛
生
会

が
発
展
的
に
誕
生
し
た
。
敗
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
に
は
日
本
学
校

衛
生
会
と
な
り
、
同
二
十
九
年
に
日
本
学
校
保
健
会
と
な
り
、
こ
の

冊
．
二
○
○
円
、
送
料
は
三
冊
ま
で
一
八
○
円
、
現
金
書
留
も
し
く
は

郵
便
振
替
で
申
込
〕


